








雇用数が 120 名を超えるほどで、北海道最大のＮＰＯ法人になり、2013 年















































感じた。その反省への 1 つの実行として 2009 年に「日置真世のおいしい地
域づくりのためのレシピ 50」を執筆することができた。














減少し、平成に入ってからは毎年 1000 人単位で減り、現在は 18 万人となっ
ている。生活の厳しさとして代表的な実態としてよく知られているのは生活


























































































































































































































































































く、理念は固定化された絶対的なものではない。理念は 1 人 1 人の中にそ
の種や芽があり、それをどう育んでいくのかを後押しするのが組織の役割で
あり、組織の理念のために個人が存在するわけではない。生活当事者による
社会活動において理念はもみ合い、揺れ動くプロセスこそに意味がある。立
場を利用して理念を押しつけたり、誰かの理念を単に受け売りしたりするこ
とでは自分で考え行動する主体性を失う人は増えても、生活当事者は増える
ことはない。
　　　１０　理想の罠
　ましてやリーダーが「理想」を抱いたり、掲げたりすることはたまり場組
織にとっては大きなリスクとなる。理想を持つことを否定するわけではない
が、柔軟性のある組織として事業の継続、持続可能な組織運営を考えた時に
は強い理想はニーズを見えなくする。しばしば、経営が難しい、周りに理解
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してもらえないという悩みを持った実践者から相談を受けることがあるが、
そうした実践の行き詰まりの原因は「所有化された理想」にあることが多い。
事業は誰かに必要とされなければ継続しないのは明確である。事業を継続す
るためには、徹底的に必要とされていることだけをやっていく必要があるの
だ。また、自分でできることは非常に限られている。多様な人たちとの協働
により社会の実働ネットワークを広げていかなければならない。何が必要な
のかを忘れることなく、多くの人たちと理解と共感をしながら、社会の担い
手 = 生活当事者を増やしていくのならば、自分の理想は邪魔になることの
方が多くなる。
【生活当事者の視点⑪「やりたがり」より「逃げたがり」】やりたいこ
と＝「理想」の強い人は、一般のビジネスモデルの経営者には向いて
いるかもしれないが、地域事業の経営者には実はあまり向いていない。
地域事業のリーダーの特徴を挙げるのなら「やりたがり」より「逃げ
たがり」がよい。「やりたがり」は権限や責任があまりないところで、
自由に動き、マネジメントをする立場は自分が成果を出すよりも、誰
かにやってもらうあるいは誰かと一緒にやることが好きな「逃げたが
り」が権限を持つことによって組織は柔軟に円滑に創造性を発揮する
ことができる。
　　　11　多様性を取り入れ、発展させる時代へ
　私はこの十数年間いろいろな人たちとの出会いや支援の営みを通じ、長女
の子育てを通じて感じた「支援される側でいることの居心地の悪さ」と「仲
間でいることの居心地のよさ」の対比の背景をずっと探してきた。探してい
くとその背景は想像以上に深刻であることを痛感し、途方にくれることも多
い。実は日本の社会の中では女性をはじめとして、子ども、母子家庭、不登
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校、貧困などさまざまな形で何らかの社会的なハンディを抱えた者たちが長
年、保護や支援、教育の名のもとに社会的に主体性を制限され、自分らしく
生きることが許されない状況にある。その深刻さは周囲からの排除に留まら
ず、「言っても仕方ない」「自分が悪い」「自分らしく生きてはいけない」と
いう自らを排除することへと広がっていることからも明らかである。「当事
者になる」ことは「自分になる」こと、「自分として生きる」ことと言える。
そのためには誰もが自分が困っていることを発信し、誰かに聴いてもらう機
会が必要である。だから、その機会としての「たまり場」が重要なのである。
　さらには、地域が育ち、人が育ちあうためのもとは「課題」「悩み」「困り
ごと」であることを考えると課題は宝と言える。せっかくの宝を個人の我慢
で埋もれさせない、それを出し合えるような仕組みとしてもやはり「たまり
場」が重要であり、その場を用意し、運営していく担い手すなわち生活当事
者が今、求められている。 
　生活当事者は特別な人ではなく、誰でもなることができる身近なものであ
る。そして、誰もがその素質も条件も持っている。今の社会の仕組みは専門
分化の路線の中で設計、構築されて一定の成果を出してはいるものの一方で
は多様性を排除し、ひとりひとりの個性や持ち味を埋もれさせていることで
生活当事者になることを阻害し、生きづらい人たちを被支援者という一方的
な立場に追い込んでしまっている。
　今こそ、その仕組みを弱い立場の人たちとともに発想を転換して多様性を
取り入れることで発展させる時期に来ている。その現状をリアルに感じ、生
活当事者になるための好条件にある女性だからこそ、地域だからこそ、これ
からの生活を創りなおすきっかけとなり、自信を持って取組む役割がある。
多くの生活当事者が育ちあい、自分たちの力で社会、地域、暮らしを担って
いく機会をこれからも多くの人たちと共有していきたいと思っている。
（ひおき・まさよ　ＮＰＯ法人地域生活支援ネットワークサロン理事）　
